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１．はじめに 

1995 年に発生した阪神・淡路大震災では

6400 を超える多くの尊い命が失われた。その

80%が木造住宅の倒壊による圧死であった。

倒壊した木造住宅のほとんどは新耐震設計基

準施行（1981 年）以前に建てられた耐震性を

有していない，いわゆる既存不適格のもので

ある。この既存不適格木造住宅は震災から 15
年経過した現在でも全国に約 1000 万戸存在

するといわれている 1)。また，関東地方では

今後 30 年以内に 70%程度の確率で首都直下

地震が発生すると地震調査研究推進本部が予

測している 1)。その結果，耐震診断，耐震補

強 2)の促進が盛んに行われるようになった。

しかし，耐震診断，耐震補強に手間や労力，

費用が掛かることなどから耐震化が普及して

いないため現状のままでは甚大な被害は免れ

ないと考えられる。 
そこで筆者らは，減災の観点から人命の保

護，すなわち住宅の倒壊による死亡者をゼロ

にすることを目指した活動を展開することと

した。そのためにはまず，倒壊の可能性が高

い木造住宅を早急に見つけ出す必要がある。

筆者らが提案した簡易な耐震診断法 3)は診断

の精度は低いものの診断に掛かる手間や労力

をできるだけ軽減できるように工夫されてい

る。そのため，倒壊の可能性が高い木造住宅

を短時間で多量に見つけ出すことができると

考えられる。また，この活動を円滑に行うた

めには地域住民の地震防災に関する意識の現

状把握が必要であると考えられる。本論文は

木造住宅の簡易な耐震診断および地域住民の

地震防災に関する意識を調査した概要を示す。 
 

２．地域防災活動の概要 

木造住宅の簡易な耐震診断および地域住

民の地震防災に関する意識を調査した地域は

千葉県市川市平田である。図 1 に示すように

平田は千葉県市川市の北西部にあり，首都直

下地震により震度 6 強および 6 弱の地震が発

生すると予測されている地域である。 
２．１ 簡易な耐震診断の実施概要 

平成 22 年 3 月 13 日，筆者らは倒壊の可能

性が高い木造住宅を早期に見つけ出すため千

葉県立市川工業高等学校および平田町会と共

同し，平田にある木造住宅約 1500 戸のうち

ストリートビューから目視で判断できる木造

住宅 405 戸を対象に Net 目視診断 3)を実施し

た。診断は学生 26 人で実施し，約 3 時間で

完了した。図 2 に Net 目視診断による平田の

上部構造評点の頻度分布を示す。図 2 より，

上部構造評点の中央値は 0.94，上部構造評点

が 0.7 未満，すなわち倒壊の可能性か高いと

判定される住宅の割合（以下， )7.0( <wIP ）

は約 27%であった。これらの住宅の倒壊を防

ぐために有効的な耐震化の促進方法が必要で

あると考えられる。 
２．２ アンケート調査の実施概要 

地域住民の地震防災に関する意識の現状把 

 

 
 
 
 
 

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4
0

50

100

150

200

Superstructure Grade Point

F
re

qu
e
nc

y
(%

/
0
.0

5
)

中央値 ：0.94 
変動係数 ：0.53 

)7.0( <wIP ：27% 

n=405

図 2 平田における木造住宅の 
上部構造評点の頻度分布 
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図 1 市川市における平田の位置および予測地震動４)
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握をすることは耐震化の促進を行うために重

要である。そこで平成 22 年 7 月 17 日，1981
年以前に建てられた住宅に居住している地域

住民の地震防災に関する意識を把握するため

アンケート調査を実施した。調査は Net 目視

診断と同様，千葉県立市川工業高等学校およ

び平田町会と共同し，広域にわたりストリー

トビューが使用できない地域にある住宅 61
戸を対象に行った。図 3 に耐震改修の経験の

有無に関する住宅数の割合を示す。また，耐

震改修の経験がない住宅に着目し，図 4 に耐

震改修の予定の有無に関する住宅数の割合を

示す。図 3，4 より，調査した地域に限るが

1981 年以前の住宅の約 23%が耐震化されて

いることが分かる。しかし，現状のままでは

今後の耐震化の普及は望めないと考えられる。

次に耐震改修の経験，予定ともにない住宅に

着目し，図 5 に地震による自宅倒壊の心配の

有無に関する住宅数の割合を示す。さらに，

図 6 に耐震改修を行っていない理由を示す。

これらの結果より，耐震改修の経験，予定と

もにない住宅のほとんどは地震による自宅倒

壊の心配をしていないこと，また自宅倒壊の

心配をしていても耐震改修に手間や費用が掛

かることが障害となっていることが分かった。

以上を踏まえ，今後は地震時の木造住宅倒壊

による死亡者をゼロにするため，安価な簡易

耐震補強の開発，提案とともに地域住民に対

して地震に関する防災知識を啓発することが

望ましいと考えられる。 
 
３．まとめ 

 本論文では，木造住宅の倒壊による死亡者

をゼロにすることを目標に木造住宅の簡易な

耐震診断および地域住民の地震防災に関する

意識を調査した概要を示した。これらの地域

防災活動により以下の知見を得た。  
①Net 目視診断の結果より，平田では約 27%
の木造住宅が倒壊の可能性が高いと判定され

た。 
②アンケート結果より，調査した地域に限る

が平田では 1981 年以前の住宅のうち約 23%
が耐震化されている。しかし，現状のままで

は今後，耐震化の普及は望めないと考えられ

る。 
③耐震改修を行っていない住宅の多くは自宅

倒壊の心配をしていない，あるいは手間や費

用が障害となっているためであることが分か

った。 
以上を踏まえ，今後は地震時の木造住宅倒壊

による死亡者をゼロにするため，安価な簡易

耐震補強の開発，提案とともに地域住民に対

して地震に関する防災知識を啓発することが

望ましいと考えられた。 
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図 3 耐震改修の経験の有無に関する住宅の割合 
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図 4 耐震改修の予定の有無に関する住宅の割合 
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図 5 自宅倒壊の心配の有無に関する住宅の割合 
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